
マイクロミニピッグを用いた実験のご紹介 

シミックバイオリサーチセンターでの可能な試験種 

 一般毒性試験 
 皮膚の刺激性評価 
 医療機器の安全性評価/性能評価 
 皮下・筋肉内投与等 
 PK,投与採血試験（経皮投与、静脈内投与、経口投与） 
  QT延長評価を含む心電図検査 
 外科手術サポート   
 病態モデル作製・評価  など 

 
 一般的な投与方法 

<投与経路> 
 

 経口投与 
  経皮投与 
  静脈内投与 
     （耳介及び乳腺静脈） 
 皮下・筋肉内投与等 

 

頭側 尾側 

採血及び採尿方法 

左右の乳腺に沿って目視可能。 
オスでも毛色が黒い個体でも 
はっきりと確認できる。 

血管の走行は目視できないが、 
大量採血や繰り返しの採血にも 
対応可能。 

前大静脈洞からの採血 乳腺静脈からの採血 尿採取 

イヌと同じ採尿ロートを用い
て採取が可能。 
1日1～2回排尿、数百mL。 



毒性試験に対応した検査 

マイクロミニピッグの超音波（エコー）検査 

・一般状態 
・体重 
・摂食量 
・眼科学的検査 
・心電図 
・尿検査 
・血液学 
・血液化学 
・肉眼的病理所見 
・臓器重量 
・組織病理学的所見 
・TK分析 
・免疫毒性(IgM, IgG, Phagocytosis, B-cell, T-cell) 
 
 
     

<検査項目> 
 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 
 

  

 
 

  

  

  

<心機能評価> 
 

動脈のプラーク形成、狭窄程度などを経時的に
観察可能 

 

<頚動脈> 
 

【測定例】短軸断層像（乳頭筋レベル） 
 

左室拡張末期径 
 

左室収縮末期径 

左室 

乳頭筋 

拡張末期および収縮末期の各時相で
計測し、算出された心拍出量や 
駆出率などを用いて収縮能を 
評価することができる。 
拡張能・血行動態を評価するために 
ドプラ検査法を利用 

<腎機能評価> 
 

腎障害の指標となる腎の形状や葉間動脈の血
流波形パターン(RI)が測定可能。腎動脈血
流速度や血管径から腎動脈の狭窄の評価も
可能 

 
【お問い合わせ窓口】  ビジネスソリューション本部  TEL:03-6779-8126  http://www.cmic-phs.com/  
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シクロフォスファミド経口投与による 
骨髄細胞の枯渇 
A : 0 mg/kg 

         No change 
B : 1 mg/kg 
         Slight 
C : 3 mg/kg 

         Moderate 
 D : 10 mg/kg 
         Marked 

  

Bone marrow * 

*弊社内試験「シクロフォスファミドのマイクロミニピッグを用いた4週間反復経口投与毒性試験」より 
第43回及び44回日本毒性学会年術学会にて発表 
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